
家庭で「原爆の火＿」とも
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ト

自
宅
に
と
も
さ
れ
た
「
原
爆
の
火
」
を
囲
む
綺
子
さ
ん
（
左

端
）
ら
角
田
さ
ん
一
家
＝
2
1
日
窄

平和思いキャンドルナイ

夏
至
や
冬
至
の
時
期
に

博
明
を
消
し
、
ろ
う
そ
ぐ

の
火
で
過
「
」
す
「
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
」
で
、
戦
後

守
け
抜
か
れ
た
「
原
爆
の

火
」
を
と
も
し
、
家
族
や

友
人
と
平
和
を
考
え
る
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
。
．
夏
至
の
2
1
日
、
大
阪

府
内
の
家
庭
で
も
小
さ
な

平
和
の
灯
が
と
も
っ
た
。

原
爆
の
火
は
、
原
爆
投

下
後
の
広
島
で
く
す
ぷ
る

残
り
火
を
復
員
兵
が
故
郷

の
福
岡
県
八
女
市
星
野
村

に
満
ち
帰
っ
た
の
が
始
ま

り
。
半
世
紀
以
上
に
わ
た

隼
復
員
兵
の
家
族
ら
が

火
を
受
け
継
い
で
き
た
。

現
在
は
市
内
の
平
和
の
塔

で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
7
年
冬
、
。
大
阪

市
の
若
者
ら
で
つ
く
る
団

体
が
、
頂
爆
の
蒼
蜃

て
平
和
と
エ
コ
豊
富
哲

郎
鮎
折
那
飛

火
の
管
理
方
法
を
条
例
で

厳
格
に
定
め
て
お
裁
当

初
ほ
村
で
採
火
し
た
火
を

謂
が
郎
机
鶴
城

た
。
・
恥

し
か
し
今
年
、
八
女
市

は
「
（
団
体
と
）
魚
簡
閲

係
が
で
き
た
」
と
適
て
札

幌
諒
潟
、
京
都
、
観
戸
、

長
崎
の
各
市
な
γ
溢
国
1

0

カ
所
に
1
シ
ー
ズ
勤
限
定

の
分
火
を
認
定
。

脾
…」
か

ら
さ
ら
に
火
を
分

て
も

ら
い
、
家
庭
で
キ
歴
／
ド

ル
を
囲
む
こ
と
曳
－
ぎ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
読

大
阪
府
東
大
阪
市
の
主

婦
角
田
組
子
さ
ん
（
4
1
．
）
は

今
月
．12
日
、
知
人
か
ち
火

種
を
受
け
取
り
、
携
帯
カ

イ
ロ
で
大
切
に
守
っ
頂
き

た
。
「
い
ろ
ん
な

持
ち
が
こ
も
っ

族
5
人
で

考
え
た
は
弓
ど
許
し
た
。


